






1.研究目的 

 近年,卵細胞透明帯の特異抗原性,並びにこれに対する抗体の受精阻止作用が,動物実験

で明らかにされてきている。私どもの教室のこれまでの検討成績を要約すると,大量のブタ

卵細胞から透明帯物質を精製し,これに対する特異抗体を作製して,ヒト透明帯の抗原構成

を分析したところ,透明帯特異抗原と透明帯関連抗原に大別され,特異抗原にはヒト,ブタ

共通抗原とヒトに固有の抗原のあることが判明している。この事実にもとづいて,ブタ透明

帯を標的とした間接蛍光抗体法により,ある種の不妊患者血清中に抗透明帯自己抗体の存

在することが示唆された。 

 しかし,不妊の病因的意義を確立するためには,この抗体の受精阻止作用を,in vitro の

ヒト受精系を用いて立証する必要がある。昨年度の本班研究において,このテストに必要な

ヒト受精系を確立することができたので,本年度はまず受身赤血球凝集反応を用いた抗体

価の半定量法の開発,次にヒト透明帯を用いた精子貫入試験によって抗体の受精に及ぼす

影響を検討することを目的とした。 


